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1．は じめ に

　梅雨期の 沖縄域に 代表され る よ うな湿潤環境場で は 、

レー
ダ
ー

反射強度が 40dBZ を超 えるよ うな層状性降

水 が 頻繁に観測 され るが 、上空 に ど の ような氷粒 子が

存在し、強 い 層状性降水 に 寄与す る か は 明らか に され

て い ない
。

　梅雨前線に伴う降水シ ス テ ム上空 に存在す る氷粒子

を観測する た め 、2011 年梅雨期の 沖縄で X バ ン ド偏波

レーダ ー
（MP レ

ー
ダ
ー

）お よび 雲粒子ゾ ン デ （HYVIS ）

に よ る観測 を 行 っ た 。 本研究 で は 観測デ
ータ を用い て 、

層状性降水域の 融解層上空の 氷粒子 タ イプお よび 偏波

パ ラ メー
タの 特徴 と、地上 の 雨滴粒径分布 〔DSD ）の特

徴を調 べ た 。

2．観測 ・デ ータ

　2011 年 5月 25 口
〜6 月 15 日に沖縄県粟国村 （図 1）で

MP レ
ー

ダ
ー

、 HYVIS 、 デ ィ ス ド ロ メータ を用 い た 観測

を行 っ た。MP レ
ー

ダ
ー、デ ィス ドロ メ

ー
タの 設置場所

お よび HYVIS 放球地点は 同 じ場所で ある 。 HYVIS は

接写カ メ ラ と顕微鏡カ メ ラ を搭載し 、 そ れ ぞ れ の カ メ ラ

で フ ィ ル ム 上に付着し た粒子を下 か ら撮影する 。 7 μm

〜2c皿 の大きさ の粒子 の 観測が 可能で ある （Murakami

and 　Matsuo，1990；宮井ほ か 、 2  IO 年秋季大会）。

　HYVIS 放球中、MP レ
ー

ダーに よ る 6 分毎の ボ リ ュ
ー

ム ス キ ャ ン に加え 、 HYVIS 方向の 鉛直断面観測 （RHI ）

を 6分毎に行 っ た 。 地上 で は デ ィ ス ド ロ メータ に よ る

DSD 観測 を行 い 、得 られ た DSD デ
ー

タ は、1 分積算

し て ガ ン マ 分布 に フ ィッ テ ィ ン グ した 。

3．結果

　観測期 間中、6 台の HYVIS を放球 した。中で も 6月

1 日に 放球 され た HYVIS は 、梅雨前線 に伴 う層状性降

水域 の 融解層 （0
°C 高度 ：4．5km ）より上空 の 氷粒 了

・
を観

測する こ とが で きた 。図 2 に 、6 月 1 口に 放球 された

HYVIS 方向の RHI 観測 に よ る反射強度 （Zh）の 鉛直断

面図を示す 。 高度 45 − 5   に 鬲蠏 層 の 存在が 、また

融解層以 下 で 40dBZ 以 ヒの 層状性降水が確認 で きる。

　図 2 の RHI 観測 とほ ぼ 同時刻 に HYVIS の 顕微鏡 カ メ

ラで 観測され た粒子画像 の 例を図 3に 示す。高度 5．8− 6

  で は 、主 に角柱結晶 （図 3a）、角槲 占晶 （図 3b）、鼓

型 結 晶 （図 3c）が 観測 さ れ 、樹枝状結晶 は観測 されな

か っ た 。 高度 5．8− 6   で 、それぞれの粒子タ イプ の個

数割合 は 角柱結晶 37．1％ 、角板結晶 3．0．6t／・、鼓型結晶

20，2％ 、雪片や判別不明 を含 むそ の 他が 12．1％で あ っ た

（総イ固数 124）D

　 MP レ ー
ダ
ー

で 観測 され た 偏波パ ラ メ
ー

タは それぞ

れ、Zh　Rt30 　dBZ 、反射因子差 ZDR＝0− 0．7　dB、偏波間位

相差変化率 κDP＝0，2− O，7
°km

−1、偏波間相関係数 島 ．

＞0．99 で 、ZDR と κDP は 共に 正の 値を示した
。

　層状性降水域通過 中に 地上 で 観測された DSD で は、

降水強度 15mmh
−1

以下 で 、降水強度 の 増大 に 伴 っ て

DSD 関数の 切片Nw の 増大が顕著で あ っ た （図略）。 多

数の 小粒径 の 雨滴が地上降水 に 寄与した と考えられ る 。

4．ま とめ

　2011 年梅雨期沖縄 に おい て 、X バ ン ド偏波レ
ー

ダ
ー

お よび 雲粒子ゾ ン デを用 い て E空 の 氷粒 了観 測を行 っ

た 。梅雨前線 に伴 う層状性降水域の 融解 層 上 空 に 存在

す る 氷粒子を観測す る こ とが で きた 。
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図 1，観測サ イ トで あ る 沖縄県粟国島周辺図。大円は

MP レーダ ー観測範囲 で あ る半径 60　km 円を示す。陰

影 は 標高 を 表す。
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図 2，HYVIS 飛揚方向の RHI 観測に よ る 、 6 月 1 日 16
時 5 分 の Zh の 鉛直断面 図。× 印 は HYVIS の 位置 を

示す。コ ン タ
ー

は 5dB ご とで 示す。
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図 3．高度 5．8− 6km で 観測された HYVIS 顕微鏡両像
の 例 。 （a ）角柱結晶、（b）角板結晶、（c）鼓型結晶を示す。
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